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第第第第 1111 章章章章    研究背景研究背景研究背景研究背景    

産業領域でのストレスをめぐる状況は、いまだ深刻な状況にあり、その影響はうつ病を代

表とするメンタル不調、ストレス関連疾患の増加、職場の生産性の低下とさまざまな形で社

会に陰を落としている。1 次予防としての教育を充実させ、より高い効果を実証されたスト

レスマネジメントプログラムの開発が急務となっている。ストレスマネジメントプログラム

の普及を進めるうえでも、介入効果を適切に測るコーピング尺度が必要とされている。また

ストレスマネジメントプログラムの効果検証における課題は、対象者の属性や状態により、

どんな介入が効果的なのかという、個別最適化を考える段階にある。 

 

第第第第 2222 章章章章    目的目的目的目的    

本研究の目的は、以下の通りである。 

研究Ⅰ．ストレスマネジメント教育の効果を測定するものとして、ストレスマネジメント

プログラムの技法を反映したストレスコーピング尺度を作成する。 

研究Ⅱ．ストレスコーピングの向上を目的とした勤労者対象のストレスマネジメントプロ

グラムを開発し、心理的ストレス反応およびストレスコーピングを主なアウトカムとした効

果検証を行う。さらに対象者をグループに分けることで、プログラムが特に効果をもつ対象

者を明らかにする。 

 

第第第第 3333 章章章章    研究研究研究研究ⅠⅠⅠⅠ    ストレスコーピングストレスコーピングストレスコーピングストレスコーピング尺度尺度尺度尺度のののの作成作成作成作成    

 2010 年 4 月から 2011 年 2 月にかけての調査で勤労者 210 名のデータが集められ、妥当性・

信頼性の検討の結果、「アサーション行動」「受け入れ」「仕事への没頭」「周囲への打ち明け」

「楽観・静観」「積極的気分転換」「消極的気分転換」「認知的努力」の 8因子 24項目からな

る「勤労者のためのストレスコーピング尺度」が作成された。 

 

第第第第 4444 章章章章    研究研究研究研究ⅡⅡⅡⅡ    ストレスマネジメントプログラムストレスマネジメントプログラムストレスマネジメントプログラムストレスマネジメントプログラムのののの効果検証効果検証効果検証効果検証    

2010年 8月、10月、2011年 2月に、それぞれ 2日間の集合形式によるストレスマネジメ

ントプログラムを、国内大手製造業 A 社の従業員を対象に実施した。全参加者 54 名のうち

Preテストと Postテストを回収できた計 38名を対象に、ストレス反応得点とストレスコー

ピング得点の介入前後での変化を検討した。結果、ストレス反応は介入前後で有意差が確認

できなかったが、ベースラインでのストレス反応得点により高群‐低群にわけた場合では、

2 群の間でストレス反応変化量に有意差が見られた。ストレスコーピング得点はストレス反

応群（高群‐低群）と測定時期（Pre-Post）の 2要因による繰り返しのある分散分析を行っ

た結果、「アサーション行動」、「認知的努力」の交互作用が有意となり、「周囲への打ち明け」

の測定時期の主効果と、「消極的気分転換」のストレス反応群での主効果が有意となった。 

 

第第第第 5555 章章章章    総合考察総合考察総合考察総合考察    

研究Ⅰにおいては、ストレスマネジメント技法を反映し、プログラムの効果検証に用いる

ことのできるストレスコーピング尺度を完成させた。研究Ⅱでは、ストレス反応の違いによ

る介入効果の差が明らかとなり、対象者に合わせたプログラムの個別最適化の必要性が示唆

された。 
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